
R7地域こん談会まとめ

案件番号 自治会名 こん談案件 回答内容 回答者 取組状況　 取組状況の説明事項　　　　　　　　　

1-1
亀岡地区

中部

自治会活動拠点の強化を目的に、委託料変更、消防分団
の助成金変更、自治会費の値上げ、自治会員の増加によ
る収入増を達成しました。
〇亀岡市役所内に「亀岡地区中部自治会館建設協議会
事務局」を設置してください。
〇亀岡財産区から亀岡市を経由して亀岡地区自治会連
合会に年間１５０万円の助成金が支給されているが、東
部、中部には助成が行われていない。この状況の正しい
情報を求め、適切な対応を望みます。

１．自治会の活動拠点となります自治会事務所につきましては、
地域住民が世代を超えて交流し、地域の絆を深め、協力し合い支
え合いながら住みよいまちづくりを実現するためにも果たす役割
は大きなものであると考えております。
市としましては補助金等の申請案内等、必要に応じたご提案やご
案内をさせていただくオブザーバー参加とさせていただき、あく
まで地域における事業であることからも、建設協議会設立及び事
務局設置を望まれる際は、亀岡地区中部自治会にてお願いした
いと存じます。

総務部長 ⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

２．亀岡市は、亀岡地区自治会連合会に対して、「亀岡市自治振興
補助金交付要綱」に基づき、自治振興補助金を交付しておりま
す。当該交付要綱には、「財産区管理会の同意に基づき、財産区
からの市への繰入金を充当して実施する事業」と定められてお
り、亀岡財産区からの繰入金を充当し、事業実施をされておりま
す。
そのため、亀岡地区自治会連合会、つまりは亀岡地区東部自治
会、中部自治会、西部自治会の３自治会において、まずは話し
合っていただき、当該補助金の変更を希望されるのであれば、亀
岡財産区を含めて地域での協議が必要と考えます。

総務部長 ⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

【質問等】
○先方の自治会の人を知らないし、中部自治会としては
連合会は解散したはず。存在しない団体に補助金を出す
のはおかしいと考えます。
連合会としての会議もここ数年開催されていません。
ルールでは１年ごとに連合会長は交代する取り決めにも
なっているはずです。

３自治会に対して連合会の存在等についてどのような認識か市
から確認したいと思います。
文書でヒアリングして文書で返答いただく形で進めていきたいと
思います。
長年、総会や決算がないと確認できれば実質連合会はないと認
識できると思います。
その場合は、改めて３自治会で集って解散の手続きを行う必要は
ないと考えます。

市長
（総務部

長）
①実施

3自治会に対してヒアリングし、各自
治会の考え方を情報共有しました。

自治防災課が窓口で関係課や関連する交付金について案内させ
ていただいています。
また、ふるさと納税で財源を集める手段もあります。
財源の確保の具体的手法についても自治防災課で相談に乗れる
ので相談してください。
２３自治会全ての建設を市が行うことは現実的に難しいので、地
域が中心となって協議していただく上で市としても可能な範囲で
協力させていただきたいです。

市長
（総務部

長）
⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

○自治会館の建設について協力をお願いします。 ― 総務部長 ⑥その他 御相談してください。
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1-2
亀岡地区

中部

旧亀岡市職員ゼミナールハウスは、昭和４２年に建設された民間
所有の施設であり、昭和５６年３月に亀岡市が職員研修施設とし
て買収し、その後、研修施設として使用がなくなったため、平成１
３年３月に行政財産としての用途を廃止し、普通財産となった施
設です。
現在、当該施設は災害時一時避難施設・避難所に指定されていま
すが、耐震化工事が未実施であり、まずは耐震基準を満たしてい
る建物かどうかの耐震診断を実施する必要があると考えており
ます。
今後、現在施設を活用されている自治会及び亀岡地区東部、中
部、西部自治会でまとめていただいた意見を考慮し、これまでの
経過や契約書の内容、また耐震診断の結果に基づき、当該施設の
在り方について検討を進めていきたいと考えております。

会計管理
室長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

ゼミナールハウスについては、市として耐震調査を実施して対応
を検討したいと思います。
ゼミナーハウスが建物の耐震基準を満たしていなければ除却の
方向で対応し、その後の活用については、改めて検討したいと思
います。

市長
（会計管理

室長）
⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

2-1
亀岡地区

中部

駅北自治会インフラについて
～駅北開発が亀岡市と土地改良区・業者で行われた結
果、発生している問題～

〇住民より曽我谷川沿歩道整備の要望提出後、京都府
と亀岡市が令和７年度実施の方向で協議されていると
認識しているが、現状を教えてほしい。

京都府南丹土木事務所河川砂防課に確認したところ、当該箇所
は曽我谷川右岸の河川管理用通路であり、京都府が歩道整備す
ることは出来ないが、亀岡市が地域住民の利便性の向上や修景
整備など、まちづくりに資する事業として遊歩道等を整備するこ
とについては、今後、構造や整備内容等について、河川占用協議
をさせていただく、との回答を得ております。

当該箇所は、亀岡リバーサイドパーク（亀岡駅北２号公園）とブラ
ンコ公園（亀岡駅北４号公園）を結ぶ、約４００ｍの河川管理用通
路でありますが、土地区画整理事業地内を周遊できる遊歩道の
一部として、散歩やジョギングを楽しむ利用者も多いことから、整
備の可能性について京都府南丹土木事務所と協議してまいりた
いと考えております。

まちづくり
推進部長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。

亀岡地区
中部

数日前にも草刈りを市にも実施していただきました。
緑化フェアまでに舗装などしていただけるのでしょう
か。

土地区画整理事業組合が開発をされたのがはじまりであり、この
間、組合と市が協議して整備して参りました。基本的には歩道と
して整備できるように進めていきたいと考えています。可能な限
り早期に整備できるように予算化を含めて協議していきたいと
考えております。

市長
（まちづく
り推進部）

③検討 こん談会時の回答のとおりです。
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2-2
亀岡地区

中部

駅北自治会インフラについて
～駅北開発が亀岡市と土地改良区・業者で行われた結
果、発生している問題～

〇サンガのホームゲーム試合終了時のパーキングから
出車渋滞が発生しています。
住民の帰宅確保や違法駐車状況対策として外周道路を
駐禁にしてほしい。

車両の規制につきましては、国道、府道、市道を問わず、京都府公
安委員会の所管であり、「府民協働型インフラ保全事業」にも応募
していただいたということで、そちらの結果をお待ちいただけれ
ばと思います。
市といたしましても引き続き亀岡警察署と協力し、亀岡市の交通
安全対策に努めてまいります。

総務部長 ⑥その他

亀岡警察署に依頼し、サンガのホー
ムゲーム時に周辺道路を巡回をして
いただくなど駐禁対策についての連
携を行っています。

2-3
亀岡地区

中部

駅北自治会インフラについて
～駅北開発が亀岡市と土地改良区・業者で行われた結
果、発生している問題～

〇駅北自治会内の街路灯の接続費については現在費用
を亀岡市にお願いして支出していただく方向と認識し
ている。自治会加入は任意との感覚や「マンション業者
の未加入意思表示」等により、街路灯電気代負担は自治
会には負担が多すぎます。

駅北自治会内の街路灯の接続費については、亀岡市が費用を負
担させていただきます。
街路灯の電気代については、地元負担となりますが、亀岡市とし
ましては、交通安全確保と明るい街づくりのために設置された公
衆街路灯の電気料金及びLED灯具への灯具交換に係る費用につ
いて、自治会等の負担軽減を図るため、助成金の交付を行ってお
りますので、ご理解をお願いいたします。

まちづくり
推進部長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。

【質問等】
街路灯について本来１００基当たり必要だが、３７基しか
設置されていない。１基5,000円必要となります。
過去にまちづくり推進部に確認した際、設置するとの回
答もあったが進展がありません。
そもそも街路灯の利用料も自治会が負担すべきものな
のでしょうか。

街路灯の設置については市負担で設置できるようNTT・関西電
力と調整しているところでございます。
街路灯の関連費用については、灯具交換や電気料金の一部を補
助しているのでご理解ください。
最終的には、LED１００基の電気料金の1/2を補助ができます。

まちづくり
推進部長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。

１００基全て設置するのかは地元で協議して結論を出していただ
きたいと思います。
公共的な部分（公園や駅前）は全額市が負担しております。

市長
（まちづく
り推進部）

③検討 こん談会時の回答のとおりです。

【質問等】
キャンバスゲート前の交差点に信号をつけてほしいで
す。
府民協働型インフラ保全事業には、先の駐禁対策を含め
て提出しています。

まずは、申請結果を確認してから検討を進めたいと思います。
市長

（総務部
長）

⑥その他

亀岡警察に確認したところ京都府公
安委員会において審査の結果、周辺
も含めた現地の状況を確認するなか
で、不採択となったと聞いておりま
す。
今後亀岡警察と連携をとりながら安
全対策に努めてまいります。

【質問等】
ブランコ公園は川が隣接しています。ボールが落ちる対
策は検討していますか。（そもそもボール遊びは禁止し
ているのは知っています）

そもそもボール遊びは禁止しているため、ブランコを設置してい
ます。
注意喚起の看板設置程度なら検討できるかと思います。
ボール遊びはかめきたサンガ広場でできます。

市長
（まちづく
り推進部

長）

⑥その他
⑤困難

⑥こん談会時の回答のとおりです。
⑤かめきたサンガ広場は、市道亀岡
駅北線にある広場であるため、ボー
ル遊びは禁止です。
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3-1
亀岡地区

中部

○亀岡地区中部道路事業について
国道及び府道の課題解消が急務です。早急な対策を望
んでいます。

【国道9号線】
近年、亀岡地区中部まで国道9号線の渋滞が発生してい
ます。さらに悪化が見込まれるため、関係機関に強い要
望提出を希望します。

本市としましても、国道９号の渋滞は深刻な問題であると認識し
ており、この渋滞は、４車線化もしくはダブルルート化によって、
大幅に緩和されると考えております。
亀岡市、南丹市、京丹波町の２市１町で構成されている「国道９号
ダブルルート協議会」からは、毎年、京都府知事に対して国道９号
の４車線化やダブルルート化について要望しております。令和６
年度も１０月に要望活動を行いました。
また、令和７年３月には、亀岡商工会議所、亀岡経済同友会、亀岡
市観光協会、亀岡市自治会連合会とともに国土交通省へ伺い、要
望書を提出しました。またその後、要望結果等を京都府知事に報
告し、京都府からの更なる支援をお願いしました。
引き続き、関係機関に対して強く要望してまいります。

まちづくり
推進部長

④要望
要望活動を10月２７日に実施予定で
す。

3-2
亀岡地区

中部

○亀岡地区中部道路事業について
国道及び府道の課題解消が急務です。早急な対策を望
んでいます。

【矢田口交差点拡幅】
工事完成予定はいつになるのか教えてほしいです。

国土交通省によりますと、矢田口交差点の用地取得率は約５６％
であり、今年度は用地買収と工事を実施する予定と伺っておりま
す。
完成時期については、用地買収の状況に左右されるため未定で
はありますが、ある程度まとまった用地買収ができれば適宜工事
を進める考えであると伺っております。今年度は、用地が取得で
きた一部区間について歩道拡幅工事を実施予定であり、６月下旬
より工事着手予定とのことです。

まちづくり
推進部長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

3-3
亀岡地区

中部

○亀岡地区中部道路事業について
国道及び府道の課題解消が急務です。早急な対策を望
んでいます。

【下矢田口交差点改良】
右左折での渋滞発生に関連して、先行される枚方亀岡
線拡幅工事及び下矢田口改良工事の現時点での見通し
について教えてほしいです。

国土交通省によりますと、今年度は用地買収と工事の実施を予
定されており、下矢田交差点の用地取得率は約２９％であると
伺っております。
また、京都府によりますと、下矢田交差点の京都府施工範囲につ
いて、今年度は物件調査、用地買収を予定されており、用地取得
率は約３７．５％と伺っております。
国の工事の見通しについては、用地が取得できた一部区間につ
いて歩道拡幅工事を実施予定であり、現在、施工業者が工事着手
に向けた準備を進めているとのことです。
　なお、京都府施工範囲の工事見通しについては、現時点では未
定であると伺っております。

まちづくり
推進部長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

3-4
亀岡地区

中部

○亀岡地区中部道路事業について
国道及び府道の課題解消が急務です。早急な対策を望
んでいます。

【下矢田口交差点北(紺屋町線)拡幅】
下矢田口交差点において、紺屋町側からの侵入困難と
若宮への侵入困難が発生。関係機関との協議開始を要
望します。

下矢田交差点の接続を良くするためにも、紺屋町側からの侵入困
難と若宮への侵入困難を解消できるような、交差点の改良計画
となるよう国・府に要望していきたいと考えています。

まちづくり
推進部長

④要望 こん談会時の回答のとおりです。
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3-5
亀岡地区

中部

○亀岡地区中部道路事業について
国道及び府道の課題解消が急務です。早急な対策を望
んでいます。

【府道亀岡園部線拡幅】
緊急輸送道路として、一部区間からの工事開始を強く要
望します。

京都府としてはまず、5工区ほどに分けて整備をしていく方針で
北側の春日坂交差点から大本本部までの区間を事業化するとい
うことで、それと並行して南側の事業化も検討してはどうかと提
案しているところです。
また、府としては900ｍ全体の事業費等を把握する必要がある
と考えており、整備効果を調べて国費を要望したいとのことで地
権者を対象にアンケートを令和4年に実施したところです。
そのアンケートも回答率が68％しかなかったため、100％を目
指して取り組んでいるところですので、今年は調査の1年として、
令和8年度から京都府と協議し、令和9年度から事業化をしたい
と考えております。

まちづくり
推進部長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

【質問等】
アンケートが100％にならなくても始められないので
しょうか。

京都府としては全体予算を出して国の補助制度を申請しないと
いけないため100％の回答を目指しています。
我々としても工区ごとにやっていくのが早いと思っているが、用
地の提供もあるので京都府と協議していきたいと思います。

市長
（まちづく
り推進部

長）

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

4-1
亀岡地区

中部

○南郷池浚渫および護岸工事等について
　雑水川関連は整備が着実に進んでおり住民は喜んで
いますが、令和７年度は特に南郷池の浚渫についてお聞
かせ願います。

【南郷池浚渫】
雑水川の河川拡幅・河川浚渫及び護岸工事の実施に伴
い、土砂流入は減少してきていますが、数年「南郷池浚
渫」が実施されていないことにより、再び南郷池の流入
口に土砂が堆積して水の流れが見えず、池の美観を損
ねています。少しずつしか除去できないと思いますが、
対応願います。

河川管理者である京都府によりますと、今年度は南郷池の浚渫
計画を策定する予定と聞いております。
本市としましても、令和８年度に開催します「全国都市緑化フェア
in京都丹波」に、多くの来訪者が見込まれることから、景観対策
のためにも早期に土砂を除去していただくよう、京都府へ要望し
てまいりたいと考えております。

まちづくり
推進部長

④要望 こん談会時の回答のとおりです。

4-2
亀岡地区

中部

○南郷池浚渫および護岸工事等について
　雑水川関連は整備が着実に進んでおり住民は喜んで
いますが、令和７年度は特に南郷池の浚渫についてお聞
かせ願います。

【南郷池護岸工事 】
大雨時などの水量増量時に南郷池流入口から住宅地ま
での護岸が徐々に浸食が進行しており、令和５年府民公
募一次募集で護岸工事を要望した。審査結果は別工事
での実施になったが、令和６年の近隣土地売買との関連
もあり、既設の橋下部に「水道」「下水」があることによ
り、南丹振興局より工事との調整を図りながら、令和８
年度に施工することが確認できました。早期に完成を望
みます。

河川管理者である京都府によりますと、令和５年度に提案をいた
だいた箇所については、今後、河川改修工事を実施する予定であ
り、早期の着手に向けて、関係機関や地元と調整を進め、まずは
家屋等の事前調査を今年度に行う予定と伺っております。　

まちづくり
推進部長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。
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4-3
亀岡地区

中部

○南郷池浚渫および護岸工事等について
　雑水川関連は整備が着実に進んでおり住民は喜んで
いますが、令和７年度は特に南郷池の浚渫についてお聞
かせ願います。

【雑水川改修工事（櫻橋～皐月橋）】
令和６年１１月～令和７年３月予定の現状報告願います。

河川管理者である京都府によりますと、櫻橋～皐月橋の区間約１
２０ｍについて、令和６年１１月～令和７年３月にかけて、家屋等の
事前調査を実施したと伺っております。
今年度は、出水期明けから同じく櫻橋～皐月橋区間の工事に着
手する予定と伺っております。

まちづくり
推進部長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

その他
意見等

亀岡地区
中部

消火栓は設置しているが、それを活用するホース・開栓
する部品などの設置がありません。

まずは、どの箇所に必要なのか、私有地に置ける場所があるのか
を確認・協議いただく必要があります。
公園であれば置けるが近くに消火栓があるか不明です。
一度、消火栓の場所とBOXの設置可能性のある場所を調査する
ので、設置の地元協議は地域でも協力して進めてほしいと思いま
す。

市長
（総務部

長）
⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

その他
意見等

亀岡地区
中部

旅籠町会議所の建て替え問題について自分なりに国・
府・市・民間に様々な可能性についてヒアリングしてみま
した。
市としてもオブザーバーとしての参加に加え、道筋をつ
ける支援をしてほしいです。

旅籠町自治会と話をさせていただければと思います。
まちづくり
推進部長

⑥その他

都市計画課では、亀岡駅南周辺地区
まちなみ・まちづくり構想に基づき、
城下町らしさを大切にした景観まち
づくりの取組を進めています。旅籠
町会議所は、伝統的建造物群保存対
策調査を実施し、その結果、亀岡旧城
下町地区における歴史的な景観を構
成する建造物の一つと考えていま
す。この点から旅籠町自治会へ旅籠
町会議所の価値を伝えるとともに、
旅籠町会議所の保存活用について検
討いただくよう依頼したところです。
その際に、保存活用する場合の支援
として、亀岡市景観形成助成金の制
度を紹介しました。

その他
意見等

亀岡地区
中部

本町の通りの石畳がガタガタしています。
最近の補修方法は隙間をコンクリートで固めるだけです
ぐに元に戻るので根本的な改修（石畳をやめる等）を検
討いただきたいです。

交差点の石畳は撤去を順次進めているところです。
今年度も数か所実施予定としているところです。

まちづくり
推進部長

①実施
交差点部については9月末に完成し
ました。
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